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加
藤
ま
さ
を
西

静
岡
県
藤
枝
生
ま
れ
。
立
教
大
学
英
文
科
在
学
中
に
抒
情
画
を
発
表
し
、大
正
末
か
ら
昭
和
に
か

け
て
、
少
女
た
ち
の
寵
児
と
な

っ
た
。
以
来

『少
女
画
報
ヽ
少
女
倶
楽
部
Ｌ
令
女
界
』
な
ど
を
舞

台
に
、
や
る
せ
な
い
少
女
の
た
め
息
を
代
弁
し
つ
づ
け
た
が
、抒
情
詩
・童
謡
。小
説
に
も
そ
の
才

を
発
揮
し
た
ｃ
一‐月
の
砂
漠
」
は
ま
さ
を
の
作
詩
で
あ
る
。
代
表
作
に
小
説
・挿
絵

「遠

い
薔
薇
」

「消
え
ゆ
く
虹
」
、
童
謡
画
集
ズ
ロ
歓
の
揺
藍
」
な
ど
。
（
か
と
う

。
ま
さ
を

／
一
八
九
七
～
一
九
七
七
）

姿八+作「新月の誓」『純情詩集・花物語」昭和 7年刊

灯台の火 『令女界」口絵

黄色い薔薇 『少女画報」El絵 昭和 2年

加藤まさを作「消えゆく虹」□絵

薔薇 F少女倶楽部」昭和 4年 7月 号付録


